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第 12 回ひろしまピースカップ（第２回インクルーシブセーリング全日本選手大会） 
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第 12 回ひろしまピースカップ（第２回インクルーシブセーリング全日本選手大会） ＆ 
第２回パラセーリング全日本選手権大会 in 広島が公益財団法人日本セーリング連盟と公益
財団法人広島県セーリング連盟の共同で開催されました。 
 

ひろしまピースカップ（第２回インクルーシブセーリング全日本選手権大会）は、障がい
者と健常者が共に同じルールでセーリングを楽しみながら競う
大会で、第２回パラセーリング全日本選手権大会は、障がい者の
アスリート同士が日本一を競う大会です。 

 
 今回の競技種目艇は、ハンザ２．３クラス、３０３クラス（シ
ングルとダブルス）、リバティの３種目艇です。 
全国からの参加者は、ハンザ２．３クラス１６艇、３０３クラス
（シングル S）１５艇、３０３クラス（ダブルス D）１３艇、リ
バティ５艇 合計４９艇 選手６２名で、広島観音マリーナ山
根木材マリーナセンターに集い２つの大会を行いました。 
事前に、テクニカル委員会は 9 月２２日から競技艇の重量、 リバティ競技者の計測の様子 



セール計測、リバティは競技者の重量もはかりました。運営艇は７艇、プロテスト艇２艇 
でレース運営を行いました。 
 

 ９月 23 日１０時３０分開会式が行われ、大会
副会長の山根会長の挨拶、選手宣誓にはオラン
ダ人のピーター・ボンジェ選手が、広島弁で「わ
しら、セーリングの好きな者として、平和と協
力、そして仲間の結びつきを大事にしてる今、
ここに立って誓うわ・・」とユーモアを交えセ
ーラーたちに宣誓いたしました。 
 

 
１１時からブリーフィングが行われ井川実行委員長、大原レース委員長からレース運営

などの説明があり、選手からの質問に答えました。 
レース状況 
第 1 日目(２３日)303 クラス（ダブルス D）第１レース（13 艇） 
303 クラス（D）12 時 35 分スタート、風向 30℃、
風速 4kt/s。終了時刻 13 時 11 分 22 秒。 
続いて第 2 レース開始。 
13 時 25 分スタート。風向４０℃、風速４kt/s。
レース終了時刻 13 時 55 分 16 秒。 
 
 
 
第 1 日目シングルクラス 第 1 レース 
リバティ（5 艇）、303 クラス（シングル S）（15 艇）、２．３クラス（16 艇） 
ダブルスに続いて最初のシングルクラスはリバティ。 

リバティ 14 時 20 分スタート。風向 40℃、
風速１２kt/s。終了時刻 14 時 43 分 3 秒。 
リバティのスタート 5 分後、303 クラスシン
グル 15 艇が 14 時 25 分スタート。 
風向 40℃、風速 12kt/s。レース終了時刻 14 時
51 分 35 秒。 
2.3 クラス 14 時 31 分スタート。風向 40℃、
風速 12kt/s。レース終了時刻 15 時 8 分 53 秒。  

続いて第 2 レース開始。 

開会式・山根大会副会長のあいさつ 



リバティ 14 時 58 分スタート。風向 40℃、風速 16kt/s。レース終了時刻 15 時 20 分 17 秒。 
３０３シングル 15 時 3 分スタート。風向 40℃、風速 16kt/s。レース終了時刻 15 時 33 分
10 秒。2.3 クラス 14 時 58 分スタート。風向 40℃、風速 16kt/s。レース終了時刻 15 時 20
分 17 秒。 
第２日目（２４日）第 3 レース 
リバティ 10 時 5 分スタート。風向 40℃、風速 5kt/s。
終了時刻 10 時 33 分 44 秒。 
303 クラス 10 時 10 分スタート。風向 40℃、風速
12kt/s。終了時刻 10 時 37 分 59 秒。 
2.3 クラス 10 時 15 分スタート。風向 40℃、風速
8kt/s。終了時刻 10 時 52 分 51 秒。 
続いて第 4 レース 
リバティ 11 時 20 分スタート。風向 100℃、風速 11kt/s。終了時刻 11 時 45 分 1 秒。 
303 クラス 11 時 25 分スタート。風向 100℃、風速 8kt/s。終了時刻 11 時 50 分 18 秒。 
2.3 クラス 11 時 30 分スタート。風向 60℃、風速 7kt/s。終了時刻 12 時 11 分 0 秒。 

続いて第５レース 
リバティ 11 時 52 分スタート。風向 100℃、
風速 8kt/s。終了時刻 12 時 21 分 50 秒。 
303 クラス 11 時 57 分スタート。風向 100℃、
風速 7kt/s。終了時刻 12 時 25 分 38 秒。 
2.3 クラス 12 時 25 分スタート。風向 90℃、
風速 6kt/s。終了時刻 13 時 8 分 3 秒。 
第 2 日目 303 クラス（ダブルス）レース 

３０３クラス（ダブルス D）第 3 レース 
303 クラス 12 時 40 分スタート。風向 100℃、風速 10kt/s。終了時刻 13 時 20 分 16 秒。 
３０３クラス（ダブルス D）第 4 レース 
303 クラス 13 時 52 分スタート。風向 210℃、風速 5kt/s。終了時刻 14 時 16 分 3 秒。 
３０３クラス（ダブルス D）第 5 レースは実施せず 
 
今大会は、天候も快晴で風も午前から恵まれ運営も順調にできました。 
303 クラスダブルス除き、リバティ、303 クラス（シングル）、２．３クラス予定通り 5 レ
ース行いました。 
大会途中、風が 8kt/s～12kt/s と強風となりリタイア―艇が 2.3 クラスで 3 艇でましたが、
無事事故もなく終了いたしました。 
 
 



今大会の成績は下記の通りです。（表彰者のみ記載） 
ひろしまピースカップ（インクルーシブ・セーリング全日本選手権）成績表 
2.3 クラス 優勝（1 位）鈴木孝則（セイラビリティ高松） 

2 位 藤澤逸郎（セイラビリティ高松） 
3 位 八木洋子（ピッコラくらぶ）後藤 一也 

303 クラス（ダブルス） 
      優勝（1 位）森上文昭 井上健太（セイラビリティ広島） 

2 位 藤枝啓称 大槙望未（セイラビリティ広島） 
3 位 稲葉典之 後藤一也（徳良湖ヨット倶楽部） 

303 クラス（シングル） 
      優勝（1 位）長谷 吉晃（セイラビリティ高松） 

2 位 岩根 一巳（セイラビリティ江の島） 

3 位 西川 泰三（東京都障害者セーリング連盟） 
リバティー 

 優勝（1 位）笹原 健児（ピッコラくらぶ） 
2 位 森山 雅野（セイラビリティ広島） 

3 位 佐々木 亮（セイラビリティ広島） 

 
 
 
 
 
 
 
 

第 2 回パラセーリング全日本選手権 成績表 
２．３クラス  優勝（1 位）竹村 新一（セイラビリティ広島） 

2 位 國松 慎太郎 （東京都障害者セーリング連盟） 

3 位 河野 裕介 （東京都障害者セーリング連盟） 
 
３０３クラス男子 

優勝（1 位）西川 泰三（東京都障害者セーリング連盟） 
2 位 西野 典明 （東京都障害者セーリング連盟） 

3 位 伊藤 裕道 （東京都障害者セーリング連盟） 

 

 



３０３クラス女子 
優勝（1 位）曽根 陽子（セイラビリティ江の島） 

2 位 入江 憲子（セイラビリティ広島） 

リバティ 

優勝（1 位）笹原 健児（ピッコラくらぶ） 
2 位 森山 雅野（セイラビリティ広島） 

3 位 佐々木 亮（セイラビリティ広島） 
 
 
9 月 23 日（土）18 時 選手歓迎会レセプションを開催しました。 
来賓には、広島県副知事 玉井優子、広島市長 松井一
實、公益財団法人広島県スポーツ協会会長 苅田 知
英、広島県パラスポーツ協会、広島南ロータリークラブ
会長 丸岡優介 株式会社広島東洋カープ、広島信用
金庫、ヤマネホールディングス株式会社、朝日医療専門
学校広島校 のご出席をいただきました。 
 
選手歓迎会では、初めに公益財団法人日本セーリング

連盟 馬場益弘会長と公益財団法人広島県セーリング
連盟 山根恒弘会長の挨拶があり、広島県副知事、広島
市長から祝辞をいただきました。選手歓迎として音楽
演奏が奏でられました。そして、今回参加したチーム紹
介を各チーム代表が紹介し、各チームとの交流を図り
ました。 
 
 
 
 
9 月 24 日（日）16 時 表彰式を開催しました。 
第 12 回ひろしまピースカップ（第 2 回インクルーシブセーリング全日本選手権大会）＆ 
第 2 回パラセーリング全日本選手権大会の成績発表があり、表彰の授与者には、日本セー
リング連盟馬場会長、中村副会長、山根広島県連会長です。 
表彰後は、プロテスト委員長藤井裕文からレースの講評があり、中村隆夫日本セーリング連
盟副会長より大会閉会の挨拶がありました。 
 
 

松井 一實 広島市長 



この大会には、全国から選手 62 名（障がい者 21 名）、サポーター20 名 運営役員スタッフ
46 人、ボランティア 74 名 総勢 194 名の皆さんのお蔭で素晴らしい大会となりました。 
 
この大会にご後援とご協賛をくださった団体、企業は下記のとおりです。 
後援 公益財団法人日本パラスポーツ協会、日本ハンザクラス協会、広島県、（公財）広島

県パラスポーツ協会、（公財）広島県スポーツ協会、広島市、広島市教育委員会、（公
財）広島市スポーツ協会、広島市障害者スポーツ協会、中国新聞社、中国放送、広島
テレビ、広島ホームテレビ、テレビ新広島 

協賛 （株）ひろしま港湾管理センター、広島市心身障害者福祉センター、広島大学体育会
ヨット部、広島大学医学部ヨット部、近畿大学工学部ヨット部、朝日医療専門学校広
島校、広島県立障害者リハビリテーションスポーツ交流センター、日本赤十字広島看
護大学、（株）広島東洋カープ、広島信用金庫、フマキラー（株）、瀬戸内海汽船（株）、 

   （株）バルコム、ヤマネホールディングス（株）、本通トータルヘルス内科クリニッ
ク、大塚製薬（株）、コカ・コーラボトラーズジャパン（株）、（株）オレンジ 

   やまだ屋（株） 
 
以上 皆様に感謝を申し上げ報告といたします。 
                           文責 沖田 勇三 
                             （広島県セーリング連盟） 


